
 

[カテゴリー]地域貢献、楽しみ、世代交流、生きがい 

 「お天気のいい日はだいたい午前、午後、家の外で作っているよ。たのしいよ！」 

電動糸ノコでご主人が型を切り、キティちゃんなどのキャラクターを作るときは、奥様が 

色を塗ります。できあがった木のおもちゃは、近所の子どもや保育園児にプレゼントされます。 

「出かけるときにはポケットに入れて持ち歩き、泣いている子どもに手渡すと泣き止んで 

にっこりなるよ」と話してくださいました。 

喫茶店に頼まれて、楊枝入れも制作されています。 

 

ご夫妻の心のこもった温かい木のおもちゃがもっと多くの子どもたちの手に届けば 

いいなと思います。 


